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点Aを中心とする半径 rの円 C1と，点Bを中心とする半径Rの円C2が，点Tに
おいて外接している。Tにおける 2円の共通接線上に点 Pをとり，線分 APと円 C1

の交点をM，線分 BPと円 C2の交点を Nとする。
r < Rならば，劣弧MTより劣弧NTの方が長いことを示せ。

解答
∠ MAT = α, ∠ NBT = β とおくと
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よって，劣弧MTより劣弧 NTの方が長い。
(おわり)

(注) 2©については，(狭義)単調増加を導くために
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